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地域ぐるみの減塩教育キャンペーンと24時間尿中ナトリウム，

カリウム排泄量の推移
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目的　循環器疾患の予防を目的とした地域ぐるみの減塩教育キャンぺーンに伴う，住民の尿中の

食塩（ナトリウム），カリウム排泄量およびナトリウム/カリウム比の推移を明らかにする。

対象と方法　対象地域は茨城県K町（1985年人口16,792人）で，1981年より循環器検診を中心

とする循環器疾患の予防対策を開始し，さらに1983年より高血圧の一次予防を目的として，

地域ぐるみの減塩教育キャンペーンを実施している地域である。対策の前期（1982-86年）

と後期（1990～94年）において循環器検診の受診者（40～69歳男女）から，前期の女で高血

圧者を中心に抽出した他は，高血圧の既往にかかわらず適宜抽出した。対象者に24時間蓄尿

を実施し，尿中の食塩（ナトリウム），カリウム，ナトリウム/カリウム比を算出し，前期か

ら後期にかけての推移を分析した。前期，後期の蓄尿成績の比較性を保証するため，同一測

定者による同一測定機器の使用と，コントロール尿の同時測定による精度管理を実施した。

結果　蓄尿完了者は前期565人（男410人，女155人），後期1,461人（男571人，女890人）であっ

た。尿中食塩排泄量は男女とも40歳代が他の年齢層に比べ大きく低下し，40～69歳合計で1

日平均0.9～1.1g低下した。 60歳代の男女では，後期の尿中食塩排泄量の平均値は1日10g

以下となった。尿中カリウム排泄量は男の60歳代で明らかに増加した以外は大きな変化はな

かった。尿中ナトリウム/カリウム比は女の40歳代は低下傾向を，その他の性，年齢層では

有意に低下した。高血圧の既往のある者はない者に比べ，男女とも尿中食塩（ナトリウム）

の排泄量の低下は大きい傾向を示した。

結論　地域ぐるみの減塩教育キャンペーンの実施に伴い，住民の尿中食塩（ナトリウム）排泄量

および尿中ナトリウム/カリウム比の低下が認められた。60歳代男女では食塩排泄量の平均

値が目標摂取量の1日10g以下に達した。
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